
重要文化財松城家住宅（戸田）

令和6年度　予算のあらまし令和6年度　予算のあらまし

市政について問う！市政について問う！
⃝１3人の議員が一般質問（代表質問・個人質問）を行いました　�  P.6〜9

⃝一般会計・特別会計・企業会計の予算を可決しました　�  P.2〜4

令和6年5月15日
第244号



定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和６年度　予算のあらまし

　第４回（２月）定例会を、２月 9日から３月 18日までの 39日間にわたり開催しました。
この定例会では、市長から令和 6年度の施政方針が述べられた後、令和 5年度関係議案及

び令和 6年度関係議案 60件、議員提出議案 1件を審議し、いずれも原案のとおり議決しました。また、13
人の議員が一般質問を行いました。（P.6 ～ 9）
　ここでは、令和 6年度の一般会計、特別会計（4事業）及び企業会計（３事業）の予算審議、歳入・歳出
予算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険事業におけ
るジェネリック医薬品の使
用促進に向けた取組は。
ジェネリック医薬品の使

用促進は、医療費削減に有効
であると認識している。この
ことから、ジェネリック医薬
品への理解を得るため、リー
フレットの配布などにより周
知を図るとともに、差額通知
を送付するなど、患者負担の
軽減の状況を知ってもらうこ
とで使用率向上に努めていく。
�
介護保険事業におけるフ
レイル対策に係る取組は。
新たに軽度・中等度難聴

高齢者補聴器購入費助成を実
施し、軽度・中等度の難聴高
齢者のコミュニケーションの
困難性を解消することで、社

問

答

問

答

会参加の促進を図っていくほ
か、フレイルチェックから得
られた健康情報を活用し、今
後のフレイル対策に役立てて
いく。
�
令和６年度の市立病院運

営に対する考え方は。
健全な病院運営を図るた

めの経費削減策として、新た
に手術室の診療材料を見直す
など、医療の質を維持しなが
ら経費の削減に取り組んでい
く。また、病床数を適正な水
準に削減していくことが必要
である。救急医療については、
県東部地域では病院勤務医師
数が少なく、４月から開始さ
れる医師の働き方改革の影響
も重なり、本市を含む県東部
地域において救急医療の維持

問

答

が困難になることが懸念され
る。そのような中においても、
当院は駿東田方医療圏のみな
らず、隣接する医療圏からも
患者を受け入れており、良質
な医療サービスを提供する基
幹病院として、今後も県東部
の地域医療を支えるという使
命を果たしていく。
�
市立病院の救急医療の状

況は。
市立病院の救命救急セン

ターにおいて、令和５年の１
年間で受け入れた患者数は、
救急車による搬送が 2,959
人、ドクターヘリによる搬送
が 23 人の計 2,982 人だっ
た。このうち、高度な救命救
急医療を必要とする三次救急
対象患者は 637人であった。

問

答

県東部において三次救急の対
応が可能な救命救急センター
は、当院と順天堂大学医学部
附属静岡病院の２か所のみで
あり、その重責を果たせるよ
う努めている。
�
水道事業経営に対する認

識は。
人口減少や節水意識の浸

透などにより給水量が減少し
年々収益が減少する中、施設
整備や運転における工夫など、
可能な限り費用削減に取り組
んでいる。しかしながら、近
年の資材・燃料費の高騰等の
影響や老朽管の改修等に多額
の費用を要することから、企
業債残高が上昇しており、将
来世代への大きな負担が懸念
される。

問

答

会　　計 令和６年度予算額 令和５年度予算額 増減率
国民健康保険事業 192 億 5,100 万円 200 億 5,200 万円 △ 4.0％

土地取得事業 １億 3,000 万円 １億 1,800 万円 10.2％
介護保険事業 181 億 1,000 万円 182 億 1,000 万円 △ 0.5%

後期高齢者医療事業 34 億 6,900 万円 29 億 7,300 万円 16.7%
合　　計 409 億 6,000 万円 413 億 5,300 万円 △ 1.0%

特 別 会 計
　特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄う会計です。

会　　計 令和６年度予算額 令和５年度予算額 増減率
病院事業 133 億　 700 万円 128 億 2,100 万円 3.8%
水道事業 60 億 7,000 万円 59 億 8,500 万円 1.4%

下水道事業 102 億 1,500 万円 105 億 8,300 万円 △ 3.5%
合　　計 295 億 9,200 万円 293 億 8,900 万円 0.7%

企 業 会 計
　企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

一 般 会 計
総額1,585億1,200万円

令和６年度予算額 令和５年度予算額 比較増減 増減率
879 億 6,000 万円 800 億 9,000 万円 78 億 7,000 万円 9.8％

令和６年度予算を可決しました!

令和６年度予算における
歳入歳出全体の特徴は。
令和５年度と比べ、歳入

については、景気回復に伴う
市民税の増やふるさと納税寄
附金の増などにより、自主財
源が約 27 億 6,000 万円の
増額となっている。また、歳
出については、消費的経費に
ついて、人件費が定年退職者
数の増や会計年度任用職員の
勤勉手当の支給開始などによ
り 11 億 3,305 万 8,000 円
の増額、物件費がふるさと納
税の返礼品に係る経費の増や、
社会保障・税番号制度システ
ム整備事業費の増などにより、
15億137万5,000 円の増額
となっている。投資的経費に
ついては、沼津駅周辺総合整
備事業の着実な進捗や、良好

問

答

な都市環境の創出に向けた市
街地再開発事業への支援など
に係る増、激甚化・頻発化す
る風水害や巨大地震などに対
する防災対策に係る増、校舎
建て替えに係る増などにより、
45 億 7,301 万 4,000 円 増
額するものである。
�
ふるさと納税寄附金を大

幅に増額する理由は。
令和５年度はふるさと納

税推進室を設置し、組織強化
を図るとともに、返礼品の拡
充に努めたほか、寄附サイト
を増設したことなどにより寄
附額が増加したため、令和５
年度当初予算と比べ 20億円
増額するものである。
�
防犯まちづくり事業の取

問

答

問

組は。
防犯灯設置費補助やパト

ロール活動の推進を引き続き
行うほか、令和 6 年度にお
いては、市民や事業者の協力
を得て、日常生活や事業活動
を実施しながら行う「ながら
見守り活動」の制度を拡充す
る。多くの市民・事業者が参
画することで、市内全域での
防犯まちづくりの意識と犯罪
抑止力の向上が図られるもの
と認識している。
�
ゼロカーボンシティ

NUMAZU2050 推進事業
における重点対策加速化事
業費補助の内容は。
ゼロカーボンシティ

NUMAZU2050 の実現のた
め、エネルギー消費量を 50

答

問

答

％以上削減する事業所や、建
物の中で消費するエネルギー
を再生可能エネルギーで賄う
ことができるエネルギー収支
ゼロ住宅の新築に対する補助
などを実施するものである。
�
令和５年度と比べ沼津駅

周辺総合整備事業に係る予
算を増額する理由は。
令和５年度の新貨物ター

ミナル鉄道施設工事の着手に
加え、令和６年度は新車両基
地の工事に着手すること、ま
た、これら事業の進捗に伴い、
沼津駅周辺の土地区画整理事
業や鉄道と交差する道路の工
事などが大きく動き出すこと
から、令和５年度に比べ 18
億 7,968 万円増額するもの
である。

問

答

　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

歳入総額
879億
6,000万円

歳出総額
879億
6,000万円

52.3％
47.7％

自依
主存

財

源

市税
343億円
（39.0％）

その他
116億7,034万円
（13.3％）

国庫・県支出金
227億5,476万円
（25.8％）

市債
89億8,160万円
（10.2％）

その他 
102億5,330万円（11.7％）

財

源

民生費
303億
890万円
（34.5％）

土木費
176億5,440万円
（20.1％）

総務費
104億6,578万円104億6,578万円
（11.9％）

教育費　
84億4,178万円84億4,178万円
（9.6％）

公債費
65億3,231万円65億3,231万円
（7.4％）

消防費
29億4,987万円
（3.4％）

その他 
27億2,487万円

（3.0％）

衛生費　
88億8,209万円88億8,209万円
（10.1％）

歳　入 歳　出
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令和６年度予算の主な事業
第４回（２月）定例会で可決された令和６年度予算の中から、主な事業を紹介します。

令和６年度　予算のあらまし

　予防接種法に基づき、諸感染症を予防するための各
種予防接種を実施するほか、令和 6年度は新たに 50
歳以上の市民を対象とした帯状疱疹（ほうしん）ワク
チン接種費用の助成を行うものです。

　常襲浸水地域の浸水被
害を軽減するため、大平
江川排水機場・井戸川雨
水貯留池の工事の実施及
び西添町に新たな排水ポ
ンプ施設を増設するとと
もに、市民の防災意識の
向上を図るため、内水ハ
ザードマップの作成に向
けた浸水解析を実施する
ものです。

　すべての妊産婦、子育て家庭及び子どもに対する相
談支援をこれまで以上に一体的に行い、妊娠期からの
悩みや不安などに切れめなく相談できる体制を強化す
るため、こども家庭センターを開設するものです。

▲�保健センターに４月１日からこど
も家庭センターが開設

　市立小中学校の児童生徒に安全・安心な学校給食
を提供するものです。また、昨年度に引き続き、約
10％の増額分を公費負担とすることで、家計への負
担軽減と給食の質の確保を図ります。

予算額
７億5,300万円

学校給食
公会計事業

予算額
５億3,150万円

予防接種事業

　市役所の全庁的な職員意識改革・人事評価改革・広報
改革・職員採用改革・ＩＣＴ改革に取り組むプロジェ
クトチームの発案により、デジタル技術の利活用など
を推進するものです。

▲若手職員を中心に組織する
　プロジェクトチーム

予算額
２億7,937万円

市役所新時代
創造プロジェクト

▲�大雨等による浸水被害軽減のため、市街地等にたまった雨水をポンプ
で強制的に河川に排出する排水機場

　激甚化・頻発化する風水害や甚大な被害が想定され
る南海トラフ巨大地震などへの災害対応を強化するた
め、新たな災害情報共有システムの構築・運用を行う
ものです。

▲�災害時に情報収集や指揮命令等を
行う災害対策本部

予算額
4,000万円

安全な
地域づくり
推進事業

予算額
1,130万円

こども家庭センター
開設

　路線バスを補完する夜間乗合タクシーの実証運行や、
沼津駅・沼津港間における自動運転実証調査をはじめ
とした交通DXの推進等により、公共交通の利便性向
上及び利用促進に取り組むものです。

▲�令和６年度に実証運行を行う夜間
乗合タクシー

予算額
8,200万円

公共交通
ネットワーク
形成事業

予算額
２億6,500万円

総合的治水対策
整備事業

▲�栄養バランスの取れた学校給食
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主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

予　
算

議第６号
令和５年度沼津市一般会計補正予
算（第 13回）

■ �14 億 5,512 万 5,000 円を追加し、予算総額は 940 億 310 万 2,000
円となります

追加するものは、病院事業会計繰出金５億円、自立支援介護・訓練等給付費 
２億 6,900 万円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、
一般財源として地方交付税などをもって充てるものです。このほか、繰越明
許費として人事管理経常経費 2,212 万 2,000 円など 27事業を追加し、地
区センター整備事業など３事業を変更するほか、債務負担行為として文書等
集配業務委託費など 91件を追加するものです。

可決

議第 47号
令和５年度沼津市一般会計補正予
算（第 14回）

■ �1,280 万円を追加し、予算総額は 940億 1,590 万 2,000 円となります
追加するものは、税法改正に対応するための税システム改修に必要な経費
1,280 万円を追加するもので、財源としては、基金繰入金をもって充てる
ものです。

可決

契　
約

議第13号
工事請負契約の締結（大平江川排
水機場築造工事）

■�大平江川排水機場の築造工事を行います
制限付き一般競争入札により２億 8,930 万円で沼津市岡宮字松沢台 946番
地の１、株式会社集組 代表取締役　髙村和秀と工事請負契約を締結するもの
です。工事の内容としては、大平地内において、排水機場築造工事を行うも
ので、完成期限は令和 7年４月 27日です。

可決

議第 14号
特定事業契約の締結（沼津市営住
宅今沢団地建替事業）

■�沼津市営住宅今沢団地建替事業を実施するため、特定事業契約を締結します
総合評価一般競争入札により 64億 3,500 万円で沼津市大岡 1705 番地の
４、きらり今沢株式会社 代表取締役　町田直繁と特定事業契約を締結するも
のです。事業の内容としては、今沢地内において、建替整備業務、入居者移
転支援業務、維持管理業務を行うもので、事業期限は令和 26年３月 31日
です。

可決

人　
事

認第４号
監査委員選任の同意

令和 6年３月 31日をもって辞職する大
お お

川
か わ

正
ま さ

博
ひ ろ

氏の後任として、旭町在住の
久
ひ さ

松
ま つ

但
ただし

氏を選任するものです。
同意

認第５号、認第６号
固定資産評価審査委員会委員選任
の同意

令和６年３月 31日をもって任期満了となる村
む ら

松
ま つ

久
ひ さ

徳
の り

氏の後任として、大平
在住の大

お お

村
む ら

幸
ゆ き

広
ひ ろ

氏を選任するもの、また、令和６年３月 31日をもって任期
満了となる大岡在住の塩

し お

川
か わ

智
さ と

史
し

氏を再任するものです。
同意

そ
の
他
議第２号
市道路線の認定

■�市道路線を新たに認定します
市道の路線番号の整理を行うため、現在、認定されている市道路線を一括し
て廃止し、効率的な管理ができるように付番し直した上で、市道として管理
すべき全市域の路線について新たに認定するものです。

可決

会派別　賛否が分かれた議案一覧

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

沼
津
志
帥
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

虹
の
会

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

⑺ ⑺ ⑸ ⑶ ⑵ ⑵ ⑵

予　
算

認第１号 専決処分の報告及びその承認（令和５年度沼津市一般
会計補正予算（第10回）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第６号 令和５年度沼津市一般会計補正予算（第13回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第36号 令和６年度沼津市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第37号 令和６年度沼津市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第38号 令和６年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第40号 令和６年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第42号 令和６年度沼津市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第43号 令和６年度沼津市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○
•２月 22日の本会議において、志政会の議員が１人欠席しました。

〇＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索
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市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

［
代
表
質
問
］

高
齢
者
の
交
通
手
段
確
保
に
向
け
た

取
組
は
。

市
長
／
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
網
を
維
持
・
活

用
す
る
取
組
に
加
え
、
利
用
者
の
状
況
を

踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
支
援
策
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
地
域
で

抱
え
る
課
題
を
住
民
と
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
協
働
で
解
決
を
図
る

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
進
め
る
中
で
、

令
和
五
年
十
月
か
ら
一
部
の
地
域
に
お
い

て
、
自
宅
か
ら
高
齢
者
サ
ロ
ン
へ
の
送
迎

支
援
を
開
始
し
た
。
今
後
も
、
生
活
支
援

体
制
の
整
備
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
交
通

問答

令
和
六
年
度
に
お
け
る
企
業
立
地
の

戦
略
は
。

市
長
／
交
通
の
利
便
性
が
高
く
大
規

模
な
用
地
確
保
の
可
能
性
が
高
い
片
浜
池

田
線
沿
道
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
新
た
な
事
業

用
地
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
外

の
産
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

す
る
ほ
か
、
各
種
補
助
金
に
よ
る
資
金
援

助
や
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
伴
走
型
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
企
業
等
を
対
象
に
、
企
業

立
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ぬ
ま
づ
暮
ら
し
を

体
感
で
き
る
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な

ど
、
今
後
も
用
地
確
保
を
は
じ
め
と
し
た

問答

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
取
組
は
。

市
長
／
従
来
か
ら
、
対
面
・
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
に
よ
り
移
住
相
談
に
き
め
細
か

く
対
応
し
て
き
た
ほ
か
、
移
住
・
定
住
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
拡
充
な
ど
、
都
市
的

魅
力
と
豊
か
な
自
然
を
併
せ
持
つ
ぬ
ま
づ

暮
ら
し
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
て
き
た
。

令
和
六
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加

え
、
ぬ
ま
づ
暮
ら
し
オ
ス
ス
メ
隊
と
連
携

し
、
本
市
の
住
環
境
を
体
験
す
る
お
試
し

移
住
へ
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、
移
住
者
同

士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
情
報
交

問答
※1

企
業
立
地
環
境
の
整
備
や
支
援
体
制
の
充

実
を
図
り
、
労
働
人
材
の
確
保
や
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
企
業
立
地
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。

鉄
道
高
架
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
に

対
す
る
考
え
は
。

市
長
／
鉄
道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
は
、
本

市
の
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
重
要
な
都

市
基
盤
整
備
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
が
期

待
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
が
段
階
的
に
効
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
、

県
や
鉄
道
事
業
者
と
連
携
し
、
着
実
に
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

換
の
場
の
提
供
や
困
り
事
の
相
談
な
ど
、

移
住
後
の
暮
ら
し
を
支
援
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
専
門

業
者
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

市
長
／
現
在
、
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
、

開
所
時
間
な
ど
に
違
い
が
あ
る
が
、
専
門

業
者
へ
の
運
営
移
行
に
よ
り
、
一
部
の
ク

ラ
ブ
で
実
施
し
て
い
た
開
所
時
間
の
延
長

を
全
て
の
ク
ラ
ブ
で
実
施
す
る
な
ど
、
市

内
で
同
一
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
管
理

体
制
の
強
化
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
が
図
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問答

　
第
四
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、
市
長
の
令
和
六
年

度
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
七
つ
の

会
派
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

※�

代
表
質
問
は
「
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

文
面
中
の
波
線
（　
　
　
）
に
つ
い
て
は
、
P.
　
10
の
用
語
解
説
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

浅
原
　
和
美

志

会

政

梶
　
　
泰
久

市

ク

ブ

民

ラ

植
松
　
恭
一

沼

志

会

津

帥

高齢者の交通手段確保
に向けた取組は

地域活性化に向けた
企業立地の戦略は

移住・定住の促進を図る取組は

手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
に
向
け
た

取
組
は
。

市
長
／
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
に
よ
り
、
農
作
業
の
省
力

化
、
軽
労
化
や
高
品
質
生
産
の
実
現
を
支

援
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
農
作
物
へ
の
防
除
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
農
業
機
械
の
導
入
等
に
対
し

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
講
演
会
を
開
催

し
、
農
業
者
の
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る

理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問答

全ての質問項目
（通告一覧）
はこちら
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妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支

援
の
充
実
に
向
け
た
取
組
は
。

市
長
／
妊
娠
、
産
前
産
後
、
子
育
て

等
に
関
す
る
困
り
事
や
児
童
虐
待
に
つ
い

て
の
相
談
機
能
を
一
体
化
し
た
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
健
康
保
持
・
増
進
を

は
じ
め
と
す
る
子
育
て
家
庭
の
福
祉
に
関

す
る
包
括
的
な
支
援
を
一
つ
の
組
織
と
し

て
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
体
制
と
な
る
。

運
用
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の
課
題
や
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
資
源
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ

問答

海
外
か
ら
の
観
光
客
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
、
本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得

に
向
け
た
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
静
岡

県
東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ

ー
等
と
連
携
し
、
中
国
・
台
湾
・
タ
イ
な

ど
、
主
に
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

か
ら
の
誘
客
促
進
を
目
的
に
、
海
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
出
展
等
を
実
施
し
て
き
た
。
今

後
は
、
海
外
の
旅
行
会
社
を
活
用
し
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
現
地
の
観
光
事
業
者

等
に
対
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
な
誘
客
施
策
を
実
施
し
、
新
た
な

に
ぎ
わ
い
や
交
流
人
口
、
観
光
消
費
の
拡

問答

鉄
道
高
架
事
業
完
了
後
の
具
体
的
な

事
業
効
果
の
認
識
は
。

市
長
／
中
心
市
街
地
に
あ
る
ア
ン
ダ

ー
道
路
は
、
日
常
的
な
交
通
渋
滞
の
発
生

な
ど
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
駅
周
辺
の
踏
切
は
、

多
数
の
踏
切
事
故
の
発
生
な
ど
、
交
通
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
本
事
業
は
、
こ
の
よ

う
な
都
市
構
造
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
本

市
の
様
々
な
課
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
事

業
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
踏
切
が
十
三

か
所
撤
去
さ
れ
る
な
ど
安
全
・
安
心
な
交

通
環
境
が
実
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
な

道
路
や
通
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
南

問答

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
推

進
に
対
す
る
認
識
と
取
組
は
。

教
育
長
／
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物

を
使
用
す
る
こ
と
は
、地
元
食
材
を
知
る・

楽
し
む
・
大
切
に
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒

に
対
す
る
食
育
の
観
点
か
ら
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
ま
た
、
生
産
者
の
生
産
意
欲
の

向
上
や
農
産
物
の
需
要
確
保
に
つ
な
が
り
、

地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
取
組
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
、
お
茶
・
白
ネ
ギ
・
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル

な
ど
十
二
品
目
の
地
元
農
産
物
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
地
元

食
材
を
使
用
し
た
給
食
の
提
供
を
積
極
的

問答

た
支
援
計
画
の
作
成
と
継
続
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
（
ほ
う
し
ん
）
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
の
内
容
と
効
果
は
。

市
長
／
罹
患
す
る
と
強
い
痛
み
を
起

こ
す
こ
と
に
加
え
、
合
併
症
や
後
遺
症
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
帯
状
疱
疹
発
症

率
の
減
少
と
重
症
化
の
予
防
を
目
的
に
、

発
症
率
の
上
が
る
五
十
歳
以
上
の
市
民
に

対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。
接
種
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
削
減
や
後
遺
症
の
防
止
等
に
効
果

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問答

大
を
図
っ
て
い
く
。

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
現

状
と
今
後
の
取
組
は
。

市
長
／
本
施
設
は
、
令
和
五
年
十
二

月
の
開
設
以
降
、
近
隣
の
中
高
生
を
中
心

に
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

民
間
団
体
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
、
施
設
の
認
知
度
も
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え

た
設
備
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
競
技

関
係
者
や
地
元
関
係
者
と
連
携
し
、
体
験

教
室
の
開
催
を
検
討
す
る
な
ど
、
市
民
の

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
促
進
と

施
設
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問答

北
市
街
地
が
一
体
化
し
回
遊
性
や
利
便
性

が
向
上
す
る
。
加
え
て
、
新
た
に
生
ま
れ

る
鉄
道
跡
地
は
、
土
地
利
用
の
転
換
が
な

さ
れ
、
公
共
施
設
や
市
民
が
求
め
る
多
様

な
都
市
機
能
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
民
間

投
資
を
促
進
し
、
新
た
な
雇
用
や
に
ぎ
わ

い
が
創
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
心
市
街

地
は
、
交
通
環
境
の
劇
的
な
改
善
等
に
よ

り
公
共
空
間
を
ヒ
ト
中
心
で
都
市
的
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
空
間
へ
再
編
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
事

業
は
、
住
民
福
祉
の
増
進
や
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

に
進
め
て
い
く
。

過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
令
和
六
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
け
る
財
源
確

保
の
取
組
は
。

市
長
／
令
和
六
年
度
当
初
予
算
案
は
、

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
や
都
市

基
盤
整
備
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水

害
等
へ
の
備
え
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
投
資
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
の
予
算
で
あ
る
。
財
源
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
補
助
金
の

活
用
や
市
債
の
借
入
れ
に
よ
り
、
実
質
的

な
負
担
の
軽
減
に
努
め
た
。

問答

一 般 質 問市政について問う！

大
場
　
豪
文

虹

会

の

江
本
　
浩
二

未

の

来

風

片
岡
　
章
一

公

党

明

川
口
　
　
慶

日

共

党

津

議

本

産

沼

市

団

こども家庭センター設置による
支援の取組は

インバウンド獲得の取組は

鉄道高架事業の具体的な効果は

学校給食における　　
地産地消推進の取組は
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一 般 質 問市政について問う！

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

［
個
人
質
問
］

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
災
害
備
蓄
品

と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
。

危
機
管
理
監
／
災
害
時
の
備
蓄
は
、

各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
自
ら
準
備
す
る
こ

と
が
基
本
だ
が
、
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
品

と
し
て
整
備
す
る
自
治
体
も
徐
々
に
増
え

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
液
体
ミ
ル
ク
の

備
蓄
は
、
短
期
間
で
更
新
が
必
要
と
な
る

た
め
、
保
管
場
所
の
確
保
や
コ
ス
ト
面
等

の
課
題
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
版
沼
津
市
芸
術
祭
を
開
催
す

る
考
え
は
。

教
育
次
長
／
子
ど
も
版
沼
津
市
芸
術

祭
の
開
催
は
、
子
ど
も
た
ち
が
芸
術
・
文

問

※2

答問答
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
避
難

所
の
運
営
に
向
け
て
、
①
衛
生
用
品
の
備

蓄
状
況
は
。
②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
安
全
確

保
の
取
組
は
。
③
女
性
の
避
難
所
運
営
へ

の
参
画
の
現
状
と
認
識
は
。

危
機
管
理
監
／
①
衛
生
用
品
に
つ
い

て
は
、
国
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
が
発
災
か

ら
四
日
目
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

想
定
さ
れ
る
避
難
者
数
の
三
日
分
を
備
蓄

し
、
衛
生
面
に
も
配
慮
し
な
が
ら
適
切
に

管
理
し
て
い
る
。
②
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
や
、
外
部
か
ら
の
見
通
し
を
遮

断
で
き
る
テ
ン
ト
型
製
品
を
各
避
難
所
に

配
備
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配
慮

問答

化
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
情

操
を
育
み
健
全
育
成
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
芸
術

祭
へ
参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
ほ
か
、

世
代
を
超
え
た
本
市
の
芸
術
・
文
化
の
活

し
て
い
る
ほ
か
、避
難
所
に
お
け
る
警
備・

警
戒
活
動
等
の
支
援
協
力
に
つ
い
て
警
備

会
社
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
避
難
者

が
安
心
し
て
避
難
所
生
活
を
送
れ
る
体
制

を
取
っ
て
い
る
。
③
女
性
の
避
難
所
運
営

に
お
け
る
役
割
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
会
に
お
け
る
女

性
役
員
の
割
合
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。
ま

た
、
避
難
地
配
備
職
員
の
女
性
割
合
は
約

三
割
を
占
め
て
お
り
、
配
置
の
平
準
化
に

よ
り
女
性
目
線
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。
今
後
も
多
様
な
視
点
で
の
避
難
所

運
営
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

乳児用液体ミルクを　　　　　　
災害備蓄品として整備する考えは

誰もが安心して利用できる
避難所運営に向けた取組は

小
泉
　
宣
子

浅
田
　
美
重
子

議員名 主な質問項目 掲載頁

小泉　宣子 本市の防災・減災対策、奨学金返還支援制度、芸術文化の振興 8

浅田美重子 避難所運営、女性参画、障がい者の自立支援、障がい者就労 8

渡部一二実 視覚障がい者対応、改正動物愛護法準拠と高齢飼養者対応 9

小澤　　隆 電子申請、自衛隊装備の把握 9

山下富美子 第一・第二中学校区の統合、災害リスク、液状化危険大 9

髙橋　秀子 福祉避難所、避難所外避難者に対する支援、遺体安置所 9

※議員名の下のＱＲを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。
※文面中の波線（　　　）については、P.10 の用語解説を御覧ください。

　
第
四
回
（
二
月
）
定
例
会

で
は
、
六
人
の
議
員
が
市
政

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

▲第50回沼津市芸術祭（芸術祭茶会）

性
化
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
内

で
活
動
す
る
文

化
芸
術
団
体
の

意
見
を
聴
取
し
、

開
催
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら
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一 般 質 問市政について問う！

県
が
示
す
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い

て
は
、
第
一
中
学
校
は
液
状
化
の
危
険
度

が
高
い
エ
リ
ア
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
令

和
三
年
度
に
廃
止
し
た
第
一
・
第
二
中
学

校
区
の
統
合
方
針
で
は
、
災
害
リ
ス
ク
や

不
安
の
軽
減
等
を
理
由
に
、
第
一
中
学
校

の
校
舎
を
利
用
す
る
方
針
と
し
て
い
た
が
、

第
一
中
学
校
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
の
液
状

化
リ
ス
ク
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

教
育
長
／
液
状
化
に
よ
る
災
害
で
最

も
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
建
物
の
沈
下
・

傾
斜
で
あ
り
、
第
一
中
学
校
の
校
舎
及
び

屋
内
運
動
場
は
、
建
設
当
時
の
地
質
調
査

に
よ
り
、
液
状
化
の
危
険
度
の
低
い
場
所

問答

視
覚
障
が
い
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
仕
様
標
準

化
に
対
す
る
認
識
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
市
道
等
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
形
状
や
寸
法
等
に
つ
い
て
は
、

日
本
工
業
規
格
を
用
い
て
い
る
ほ
か
、
設

置
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
道
路
の

移
動
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
行
っ
て
お
り
、
標
準
的
な
仕
様
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設

置
や
コ
ー
ド
化
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
有
用
性

の
調
査
研
究
な
ど
、
障
が
い
者
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
関
係
機
関

と
の
情
報
共
有
や
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問答
※3

福
祉
避
難
所
の
現
状
と
災
害
時
に
お

け
る
本
市
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
本
市
で
は
、
二
十

七
か
所
の
福
祉
施
設
と
協
定
を
締
結
し
、

大
規
模
な
災
害
に
よ
り
要
配
慮
者
が
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に
、
市
の
要
請

に
よ
り
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
福
祉
避
難
所
と
な
る
各
福
祉

施
設
で
は
、
利
用
者
の
必
要
品
は
備
蓄
し

て
い
る
が
、
災
害
時
に
受
け
入
れ
る
要
配

慮
者
に
係
る
備
蓄
は
な
い
た
め
、
市
で
は

要
配
慮
者
の
特
性
に
応
じ
た
物
資
の
調
達

等
、
施
設
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ

て
い
く
。

※4
問答

※5

市
業
務
に
お
け
る
、
電
子
申
請
拡
大

に
向
け
た
全
庁
的
な
取
組
は
。

政
策
推
進
部
長
／
本
市
で
は
こ
れ
ま

で
に
申
請
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

を
沼
津
市
情
報
化
推
進
官
民
デ
ー
タ
活
用

推
進
計
画
に
位
置
づ
け
、
法
令
等
に
よ
り
、

対
面
で
の
審
査
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も

の
な
ど
を
除
き
、
手
続
の
電
子
化
に
向
け

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
令
和
六
年
度

か
ら
は
、
市
役
所
の
全
庁
的
な
Ｄ
Ｘ
の
推

進
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
に
デ
ジ

タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
担
当
を
設
置
す
る
。

本
担
当
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
実
績
を
生
か
し
つ
つ
、
業
務
の
見
直
し

問答

を
確
認
し
た
上
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
仮
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
学
校

敷
地
周
辺
で
液
状
化
が
発
生
し
た
場
合
に

犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
の
長
寿
命
化
に

対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

生
活
環
境
部
長
／
ペ
ッ
ト
の
長
寿
命

化
に
伴
い
、
ペ
ッ
ト
の
認
知
症
な
ど
の
疾

病
に
よ
る
問
題
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
終
生
飼
養
の
責
務
を

飼
い
主
に
対
し
周
知
・
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
、

動
物
保
護
協
会
と
連
携
し
た
市
内
小
学
校

の
動
物
愛
護
教
室
や
、
飼
い
主
等
を
対
象

と
し
た
動
物
愛
護
講
演
会
等
を
通
じ
、
動

物
を
飼
う
こ
と
の
責
任
の
重
さ
や
終
生
飼

養
の
責
務
の
周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問答

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
外
避
難
者

の
把
握
と
支
援
方
法
は
。

危
機
管
理
監
／
避
難
所
外
避
難
者
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
要
支
援
者
名
簿
と

の
照
合
や
食
料
等
の
受
け
取
り
時
の
情
報

確
認
の
ほ
か
、
安
否
情
報
を
基
に
不
明
者

の
所
在
確
認
を
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
と

の
連
携
に
よ
る
情
報
収
集
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
物
資
等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
発

災
直
後
の
限
ら
れ
た
職
員
体
制
で
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
避
難
所
外
避
難
者
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
地
域
住
民
や
関
係
機

関
と
連
携
し
適
切
な
支
援
が
行
き
届
く
よ

う
手
順
や
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

等
に
不
安
を
覚
え
る
部
署
の
課
題
解
決
に

共
に
取
り
組
む
な
ど
、
伴
走
型
支
援
を
実

施
し
、
さ
ら
な
る
電
子
申
請
の
拡
大
を
推

進
し
て
い
く
。

災
害
派
遣
に
お
い
て
派
遣
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
自
衛
隊
の
装
備
に
つ
い
て
把

握
や
研
究
を
行
う
考
え
は
。

危
機
管
理
監
／
災
害
の
規
模
や
状
況

に
応
じ
て
、
自
衛
隊
の
対
応
が
異
な
る
た

め
、
部
隊
個
々
の
装
備
状
況
の
把
握
は
困

難
で
あ
る
が
、
被
災
地
に
お
け
る
様
々
な

活
動
の
実
績
に
お
い
て
有
効
活
用
さ
れ
た

装
備
品
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。

問答

第一中学校の液状化リスクに対する
本市の認識は

点字ブロックの　　　　　
仕様標準化に対する認識は

災害時における福祉避難所の体制は

電子申請の拡大に向けた
今後の取組は

山
下
　
富
美
子

渡
部
　
一
二
実

髙
橋
　
秀
子

小
澤
　
　
隆

▲災害時の避難所にも指定されている第一中学校

お
い
て
も
、
子

ど
も
た
ち
の
命

を
守
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
と

し
て
建
設
し
た

も
の
で
あ
り
、

第
一
中
学
校
に

お
け
る
災
害
リ

ス
ク
は
低
い
も

の
と
認
識
し
て

い
る
。
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用 解語 説

　行政と協力しながら移住希望者の支援を行う個人・団
体・事業者のこと。移住希望者に寄り添いながら、様々な
情報提供やサービスの提供などを行う。

※１　ぬまづ暮らしオススメ隊（P.6）

　一般の避難所での生活が困難な高齢者、障がい者、乳幼
児等、特に配慮を要する人（要配慮者）のために設置する
避難所のこと。要配慮者を受け入れる設備が整っているこ
とから、主に社会福祉施設等が指定される。

※４　福祉避難所、※ 5　要配慮者（P.9）
　乳児用の粉ミルクと同成分で、紙パックなどの容器に無
菌状態で密閉されている。常温での保存が可能で、お湯に
溶かすなどの作業は必要とせず、封を切ってそのまま利用
することができる。

※２　液体ミルク（P.8）

　これまで、地方自治体の議員個人（沼津市議会議員）がその自治体（沼津市）に対して請負をすることは地方自治
法において禁止されていました。しかし、近年、地方議会は議員のなり手不足という課題に直面していることから、
地方自治法が改正され、請負の定義の明確化と議員個人の請負の規制が緩和されました。
　これに伴い、沼津市議会では、議員の請負状況の透明性を確保するため、令和６年２月定例会において、「沼津市
議会議員の請負の状況の公表に関する条例」を制定しました。

沼津市議会議員の請負の状況の公表に関する条例を制定しました

・議員は、市に対する請負内容を、議長に報告しなければなりません。
　（対象とする役務・物件等、契約締結日、契約金額、前年度において受けた支払いの総額）
・議長は、報告の一覧を作成しホームページなどにより公表しなければなりません。
・報告は、地方自治法第 92 条の２に規定する請負が対象となります。
　�（業として行う工事の完成もしくは作業その他の役務の給付または物件の納入その他の取引で、当該地方公共団
体が対価の支払いをすべきもの。）

●条例のポイント

●地方自治法改正の概要� （令和５年３月施行）

改正前 改正後

議会により請負の禁止に抵触する旨の認定を受けた場合、議員は失職する

請負が業務の主要部分を
占める法人に限り禁止

＝請負＝

全面的に禁止

議員（個人）

地方公共団体

議員が取締役等を
務める法人

物品・サービス金銭 物品・サービス金銭

・今後、議員から報告があった場合は、請負状況を市議会ホームページで公表していきます。
※本条例は、令和５年度における請負から対象となります。

●請負状況の公表

　スマートフォン等のアプリで
読み取ることができるマークを
つけた点字ブロックのこと。ス
マートフォン等を点字ブロック
にかざすことで、周辺の様々な
情報を音声で聞くことができる。

※３　コード化点字ブロック（P.9）

・請負の定義の明確化

・�議会の適正な運営を確保する
観点から、１会計年度につき
政令で定める額（300万円）
の範囲内において議員個人に
よる市に対する請負が可能に
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―行政視察の受入れについて―

　予算とは１年間（４月から翌年３月まで）の収入と支出の見積りです。市長が予算案を作り、
市議会で議論して決まります。２月定例会では、令和６年度当初予算案について審議を行いまし
た。今回は、予算審議を経て予算が成立するまでの流れについて紹介します。

　沼津市議会では、本市の特徴的な取組等について全国各地から議員等の行政視察を受け入れています。
　令和５年度は 31組の行政視察を受け入れました。ここでは、令和５年度に視察回数の多かった事業を紹介します。

INN THE PARK
写真＠阪野貴也

昭和 49年に開所された公共施
設（旧少年自然の家）がリノベ
ーションされ、新たに泊まれる
公園として生まれ変わった。

予算が決まるまで

リノベーションまちづくり
空き家や空き店舗等既存の建物
等をリノベーションにより再
生・活用し、エリア価値を高め
る事業。本市では公民連携で取
り組んでいる。

沼津市総合体育館
令和５年３月にオープンした沼
津市総合体育館（愛称：香陵ア
リーナ）。市民の日常的なスポ
ーツからプロスポーツの興行ま
で、様々な機能を備えた施設。

　市長が調製した予算案が議会に
提出され、市長等が予算案の説明
を行います。

予算案提出・市長説明１ ２ 本会議で議案質疑
　本会議で予算案に対して議員が
質問し、市長等がこれに答えます。
その後、所管の委員会に付託され
ます。

５ 議　　決
　本会議で予算案に賛成か反対か
の意思決定（採決）を行い、可決
されると予算が成立します。

３ 委員会で審査
　一般会計予算決算委員会・特別
会計企業会計予算決算委員会をそ
れぞれ開き、予算案を詳しく審査
します。

４ 議会に審査結果を報告
　再び本会議を開き、各委員長が
委員会での審査経過・結果を報告
し、委員長報告に対する質疑、討
論が行われます。賛

成 反
対

１１ ２２ ３３

予算案予算案予算案

なるほどなるほど
議会議会
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し
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思
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を
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い

　
僕
の
夢
は
人
々
の
命
を
守
り
、
安
心
安
全
な
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活
を
保
障
す
る
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察
官
で
す
。
今
年
一
月
、

能
登
半
島
地
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生
し
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の
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い
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切
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な
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こ
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こ
と
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後
に
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あ
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今
、
私
は
行
き
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入

れ
る
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ば
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か
ら
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そ
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。
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は
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。
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています議会だより次回発行予定　令和 6年 8月 15日

議会だよりのほか、沼津市議会ホームページや
インターネット中継により、自宅からでも議会
の状況を知ることができます。

門池中学校
３年
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今沢中学校
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の
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洋
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議会だより編集委員会 久保田吉光委 員 長 髙橋　秀子委 員 堤　　飛鳥委 員 大草　　満委 員
平野　　謙副委員長 井原三千雄委 員 山下富美子委 員 片岡　章一委 員

沼津市議会 定例会の予定

本会議中継

定例会 開会予定日 閉会予定日

令和 6 年
第 5 回（ ６ 月） 6 月  3 日（月） 6 月 25 日（火）
第 6 回（ ９ 月） 9 月 12 日（木） 10 月 15 日（火）
第 7 回（11 月） 11 月 22 日（金） 12 月 13 日（金）

令和 7 年 第 8 回（ ２ 月） ２月  7 日（金） 3 月 17 日（月）

※�都合により変更する場合があります。
※�日程の詳細は、招集
告示日（定例会開会
１週間前頃）に開か
れる議会運営委員会
で協議されます。

議会を知るにはもっと

市議会本会議場で行われた令和６年（第 26回）二十歳の議会
※関連記事は P.12

ピックアップ議会ピックアップ議会

⃝委員会の行政視察報告　� �P.9〜11
委員会レポート委員会レポート

市政について問う！市政について問う！
⃝１４人の議員が一般質問を行いました　� �P.4〜7

⃝沼津市地域下水処理施設条例等の一部改正
　水道料金・下水道使用料が改定（値上げ）されます　� �P.2

令和6年2月15日
第243号

本会議のライブ中継映
像のほか、過去の録画
映像を配信しています。

年４回発行しています。
注目すべき議案や議決結果の
ほか、一般質問や答弁の内容
を見ることができます。

ホームページ

議員の情報や会議日
程など、本市議会の
様々な情報を掲載し
ています。

会議記録検索
本会議や委員会などの過去の会議
記録が閲覧できます。発言者やキ
ーワードによる検索も可能です。

視聴して
確認

読んで
確認

調べて
確認

議会だより
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